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第３回 国道２０２号国体道路の空間利活用推進協議会 
 

 

議事要旨 
 

１． 規約変更について 
第2条および第4条の規約変更について承認。 

２． 議題における委員意見 
 
●全体的な方向性 
・空間パターンについては、区間ごとに異なる課題を踏まえた解決方針の検証が必要。 
・歩行者、自転車、自動車はきちんと分離されことが安全であるため望ましいが、空間パター

ンとしては複数考えられるため、社会実験等で複数パターンを試すことで影響を評価すると

よい。 
 
●歩行者・自転車の空間パターン 
・交差点以外の場所では、歩行者滞留空間の設置も検討することが好ましい。 
・右折禁止の交通規制により、歩行者空間を確保できるのではないか。 
・交通量変化のトレンド（歩行者・自転車は増加傾向、自動車は減少傾向）が長期的に続くこ

とを考慮すると、歩行者と自転車が優先と考えられる。 
・自転車走行空間は分離された方が望ましい。 
 
●バス停の運用パターン 
・バス運行上の課題やバス停の移設等を考慮すると、現状のストレート型が良いのではない

か。 
・（バスの定時運行の観点から）バス待ち環境の向上のため、上屋とベンチは設置する方が望ま

しい。 

●トラック（荷捌き） 
・荷捌きスペース（バスカット型）は、自転車との錯綜や一般車の停車の懸念や景観面の課題

もあるため、裏通り等にパーキングスペースを整備する方がよい。 
・春吉橋の賑わい広場付近に荷捌きのスペースがあればよい。 
 
●タクシー 
・特に夜間に利用できるタクシー乗り場を設けられるとよい。 
・可変的な運用等でタクシー乗り場が確保できるとよい。 

 
 

■日時  令和 7 年 12 月 05 日 
       14 時00 分 〜 16 時 00 分 

■出席者 
・【別紙】のとおり 
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●その他 
・社会実験を行う際は、交通モラル改善啓発などソフト施策もセットで行うべき。 

・パターンについては、電動キックボード等の普及など、時代の変化を見据えておいた方がよ

い。 

 

●今後の予定 
・今回の意見を集約し、次回協議会で改めて空間パターンを提示する。 

・今後の進め方についても、次回協議会で提示する。 

 

以 上 
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